
 

(商標登録第 4 9 9 0 0 6 5 号) 

 

認定 NPO 法人・日本ベジタリアン協会(JPVS)推奨マーク 

―加工食品•飲食店•ケータリング・化粧品等― 
 

認定 NPO 法人・日本ベジタリアン協会は「人と地球の健康を考える」をテーマに、菜食とそれに

関連した健康、 栄養、倫理、生命の尊厳、地球環境保全、途上国の飢餓救済等の問題に関する啓発

や奉仕を目的とし、菜食に関心 のある人々に必要な知識や実践方法を広め、共有していくためのネ

ットワークづくりを行います。また、当該分野 の研究推進を図るために日本学術会議登録・日本ベ

ジタリアン学会と連携しています。 

なお、本協会は 1908 年創設の International Vegetarian Union (IVU、国際ベジタリアン連合)に

加盟する我が国 唯一のベジタリアン団体です。 

 

本協会はベジタリアン・ヴィーガン産業振興のため、下記の項目を満たした商品について 

JPVS 推奨マークを貼付して頂けます。 

 

マークの種類は、純菜食、乳菜食、乳卵菜食、 

VEGAN、VEGETARIAN, Lacto-VEGETARIAN、Lacto-Ovo- VEGETARIANの7種類があり、 

日本表記と英語表記は単独でも、並記でも貼付可能です。 

 

 

JPVS推奨(加工食品) 
 

純菜食»VEGAN推奨について 

・原材料および添加物にあらゆる動物性食材を使用しない。 

・原材料および添加物については、1次原料(骨炭使用不可)、 

2次原料(加工助剤を除く)まで確認する。 

・製造ラインが動物性を含む製品と共用の場合は、ヴィーガンに適した加工食品の製造開始前に 

徹底的な洗浄を行う。 

 



乳菜食• Lacto-VEGETARIANについて 

・原材料および添加物に乳以外の動物由来の食材を使用しない。 

(例外として、ハチミツ、ラノリン等) 
・原材料および添加物については、1次原料(骨炭使用不可)、 

2次原料(加工助剤を除く)まで確認する。 

・製造ラインが乳以外の動物性を含む製品と共用の場合は、乳菜食に適した加工食品の製造開始前に 

徹底的な洗 浄を行う。 

 

乳卵菜食• Lacto-Ovo-VEGETARIANについて 

・原材料および添加物に乳卵以外の動物由来の食材を使用しない。 

(例外として、ハチミツ、ラノリン等) 

・原材料および添加物については、1次原料(骨炭使用不可)、 

2次原料(加工助剤を除く)まで確認する。 

・製造ラインが乳卵以外の動物性を含む製品と共用の場合は、乳卵菜食に適した加工食品の 

製造開始前に徹底的な洗浄を行う。 

 

VEGETARIANについて 

・上記の乳菜食および乳卵菜食の表示に替えてVEGETARIAN表示が可能です。 

・乳菜食とVEGETARIAN、乳卵菜食とVEGETARIANの表示も可能です。 

 

 

JPVS推奨(飲食店•惣菜等) 
 
純菜食• VEGAN推奨について 

・原材料および添加物にあらゆる動物性原料を使用しない。 

・原材料および添加物については、1次原料(骨炭使用不可)まで確認する。 

・ヴィーガンに適した料理•惣菜等の調理・製造開始前に徹底的な洗浄を行う。 

但し、フライヤー等を共用する場合はメニュー表や商品に明示する。 

 

乳菜食• Lacto-VEGETARIANについて 

・原材料および添加物に乳以外の動物由来の原料を使用しない。 

(例外として、ハチミツ、ラノリン等) 
・原材料および添加物については、1次原料(骨炭使用不可)まで確認する。 

・乳菜食に適した料理•惣菜等の調理・製造開始前に徹底的な洗浄を行う。 

但し、フライヤー等を共用する場合はメニュー表や商品に明示する。 

 

乳卵菜食• Lacto-Ovo-VEGETARIANについて 

・原材料および添加物に乳卵以外の動物由来の原料を使用しない。 

(例外として、ハチミツ、ラノリン等) 
・原材料および添加物については、1次原料(骨炭使用不可)まで確認する。 

・乳卵菜食に適した料理•惣菜等の調理・製造開始前に徹底的な洗浄を行う。 

但し、フライヤー等を共用する場合はメニュー表や商品に明示する。 

 

VEGETARIANについて 

・上記の乳菜食および乳卵菜食の表示に替えてVEGETARIAN表示が可能です。 

・乳菜食とVEGETARIAN、乳卵菜食とVEGETARIANの表示も可能です。 

 

 



【手続き】 

 

JPVS推奨（加工食品） 
 

当該製品の配合を規定用紙(原材料リスト)を使って、2次原料まで記載し報告する。 

  

註:純菜食・VEGAN食品 あらゆる動物性原料を使用しない。 

  乳菜食・Lacto-VEGETARIAN 乳以外の動物由来の原料を使用しない。 

  乳卵菜食・Lacto-Ovo-VEGETARIAN 乳卵以外の動物由来の原料を使用しない。 

  VEGETARIAN乳卵以外の動物由来の原料を使用しない。 

 

 

JPVS推奨（飲食店・ケータリアング・化粧品等） 
 

当該製品の配合を規定用紙(原材料リスト)を使って、1次原料まで記載し報告する。 

 

註：純菜食・VEGAN食品・ヴィーガン化粧品等 あらゆる動物性原料を使用しない。 

  乳菜食・Lacto-VEGETARIAN 乳以外の動物由来の原料を使用しない。 

  乳卵菜食・Lacto-Ovo-VEGETARIAN 乳卵以外の動物由来の原料を使用しない。 

  VEGETARIAN 乳卵以外の動物由来の原料を使用しない。 

  飲食店・ケータリングでフライヤー等を共用する場合はメニュー表や商品に明示する。 

 

 

 

本協会への協賛 
 

 

JPVS 推奨を受ける場合、本協会の活動への協賛として賛助会員年会費(毎年) 2 万円、 
申請料(初年度のみ)として３万円をお支払い頂きます。 
 
加工食品、ケータリング、化粧品の場合、本協会推奨マーク使用の費用は、 
 3 商品以内で年間 10 万円、5 商品以内で年間 15 万円、 年会費と申請料は非課税となります。  
註：6 商品以上は割引制度がございます。ご相談下さい。  
 
レストラン等(単独店)が JPVS 推奨を受ける場合、上記同様に本協会の活動への協賛として 
賛助会員年会費(毎年) 2 万円、申請料(初年度のみ)として３万円をお支払い頂きます。 
 
JPVS マーク(20×20cm)のシールを１枚無料で提供します。  
2 枚目以降は 1 枚 3,000 円となります。 
 
 
 
 
 



 
JPVS 推奨レストラングループ認証  
  
初年度  

協会賛助会員年会費     20,000 円（非課税）年１回徴収  
JPVS 推奨申請料       50,000 円（課税） 初回のみ  

  【申請料内訳】  
   メニュー審査（原材料）（1 メニューあたり） 10,000 円（課税）  
   管理方法審査 （1 店舗あたり）           10,000 円（課税）  
   認定証発行  （1 企業あたり）                 30,000 円（課税）  
  

JPVS 推奨マーク（店舗に貼る 20x20cm のシール）  
            1 枚目 無料  
            2 枚目以降 3,000 円（課税） 店舗数で徴収  
                    計 70,000 円＋JPVS 推奨マークシール 3,000 円×(店舗数ー１) +税  
  
2 年度以降  

協会賛助会員年会費     20,000 円（非課税）  
JPVS 推奨更新料           5,000 円×店舗数（課税）  

                     計 20,000 円＋5,000 円×店舗数＋税  
  
その他  

認証以降に、店舗数及びメニュー数が増える場合  
管理方法審査 1 店舗あたり           10,000 円（課税）  
メニュー審査 １メニューあたり   10,000 円（課税） 
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